
令和４年度 修了式校長式辞 

令和５年３月２４日 

 みなさん、おはようございます。今日で令和４年度が終わります。今日

は、「今年度の振り返り」、「次年度の取組について」、「令和６年度に向けた

お知らせ」の３つの話をします。 

 今年度皆さんにお願いしたことの１つ目は、「三郷北高校生として、自信

と誇りを持つ」でした。皆さんは「自信と誇り」を持てたでしょうか？ 

 本校は、「近隣３市１番校」です。三郷市、八潮市、吉川市の３つの市にあ

る高校の中で、志願倍率、偏差値において１番上に位置しています。進路実

績においては、偏差値がもう少し高い高校と比較しても負けません。 

 これは数字が示していることなので事実です。地域の方々も承知している

ことです。このような見方からも、皆さんは「三郷北高校生として、自信と

誇り」を持ってください。 

 しかし、「近隣 3 市１番校」の地位を皆さん自身の行動で落としてしまう

ことに気付いてほしい。地域の方は本校に対して期待と関心を持っています。

ですから、交通マナーへの苦情や「制服を着て騒いでますよ」といった電話

があります。 

 ３月３日金曜日、私が車での帰宅途中、車の前を制服を着て、しかも部活

動お揃いのバックを背負った男子生徒が、車が来ているのに道の真ん中を並

列して走っていました。 

 「本校の○○部の生徒はみんなこうなんだ」、「顧問の先生はこういうこと

は指導していないんだ」と評価しました。地域の方が私と同じ立場に立てば

同じ思いをすると思います。学校の評価が下がるということは就職や進学に

も影響を与えます。自分で自分の首を絞めていることになるし、友だちや先

輩・後輩に迷惑をかけます。制服を着ている時の行動は全校生徒を背負って

いるという責任を持ってください。 

 ２つ目は、「良好な人間関係を築いてください」です。一生付き合える友

だちはできたでしょうか。皆さんの高校生活は進行中ですから、今後も一生

付き合える友だちを見つけてください。 

 ３つ目は、「目標を高く設定し、高い次元での勉強と部活動の両立」です。 

このことは、令和５年度以降、本校の重点目標の１番目に位置付けましたの

で、ここからは、次年度の取組について話をします。 



 正確には、「生徒一人一人により高い次元で勉強と部活動を両立させると

ともに、学校生活をとおして、自己管理能力を育成する」となります。「進路

の選択肢を増やすために自主的に勉強しましょう」、「勉強していない生徒は

勉強させます」ということです。 

 それから、「遅刻の防止」。これは学校を上げて取り組みます。重点目標と

の関係で説明すると、「自己管理能力」のうちの「時間管理能力」にあたりま

す。 

 「時間が守れない」ことは、信頼関係を崩す原因の１つです。将来、就職

して、取引先との打ち合わせ時刻に遅刻したり、契約時間に遅刻したら、契

約が成立しないことは皆さんも理解できると思います。時刻表通りに電車や

バスが来ないと困りませんか。５分前行動を心がけてください。 

 ついでに学習面での時間管理について話をします。「部活動が忙しくて勉

強できない」ではなく、「どうすれば勉強時間が確保できるか」という考え

方をしてください。 

 全国の高校生がこの問題に直面し、悩み、時間を作り出しています。同じ

高校生に出来て、君たちに出来ないことはありません。学習時間の確保に努

めてください。スタディサプリの導入で、「いつでも、どこでも学習できる

環境」は整っています。あとは自分次第です。 

 次に、校長室の開放ですが、１０名の生徒が校長室に来ました。就職や進

学の面接練習に来た生徒を含めると１５名くらいになります。来年度も校長

室を開放しますので、悩み事や学校への要望等がある生徒は、ぜひ、校長室

に来てください。 

 最後に、令和６年度に向けたお知らせです。すでに新聞等で報道されてい

ますが、令和６年４月、本校に三郷特別支援学校の分校が設置されます。議

会で予算が認められたら、令和５年の７月から工事が始まります。 

 工事の概要ですが、校門を入った右側に樹木と創立１０周年記念碑があり

ますが、記念品を保健室とＨＲ棟との間に移して、車７代分の駐車スペース

を作ります。 

 校舎内は、１階が特別支援学校の教室となるため、３年生の教室は３階に

なります。工事の関係で、３年１組と２組が１学期の間は１階になってしま

います。申し訳ありません。 

 



 工事日程の詳細は、皆さんにお伝えします。大型車両が出入りすることも

あるかもしれません。事故には十分注意してください。 

 それでは、令和５年４月、新生活の良いスタートが切れるよう、十分な準

備をしてください。それでは、年度が明けた４月１０日、皆さんと笑顔で会

えることを願っています。 

以上 


